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|研,修医曇をサポート
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するための会､
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⑤1働き:やすい病院を目指|して～、

『潅萄順医師会では、日本医師会との共催により、例年｢医学生､研修医等をサポートするための会｣を開催し、。
酒造趣室すり渥囚会は、医師としてのキャリア形成や男女共同参画、ワークライフバランスについての理解を医

鯉曾緬垂画蒔動から深めてもらうことを目的として開催してきました。
熊匿ほ.息胸苦池すい病院を目指して｣をテーマに下記のとおり2つの講演を予定しております。最近では、では、I』1
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I師方君結婚鞭家事・育児ど協働して生活されておりますので、男性の方も是非聴講していただき、医学生や

卿篭亜調う型'形成廷どの一助になることを期待しております。
昏漂雷誘u合宿冠あ上、庭乗場くださいますようお願い申し上げます。

一画

■幸
一
〔
“
湛

↓
ニ

ヲ霧=詔, 11

可T園認日()17:00̂1句E

鶏
調典‘

一

I噌トジャパン5階
▲兄ｰ‐詞 宣互査幸『Pー

且

刑｡間：陰 【司会:神奈川県医師会理事増沢成幸】

a溌鳳諺鯛膜医師会会長古谷正博

蔑扇潰睡皇g維訓県医師会男女共同参画委員会委員長山本勇夫〉§ロ

･警砺樋亘瀞瞳譲調妖阪病院における10年間の女性医師支援が
どのように病院を活性化してきたか」引

一

。 〃 JCHO大阪病院（旧大阪厚生年金病院）名誉院長／
日本医師会男女共同参画委員会委員清野佳紀
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舶削0〈講演〉「胸を痛める女性医師問題～女性皮層科医として～」
筑波大学医学医療系皮虐科講師渡辺玲

(自由討論の場ですので、参加者からの質問や相談に気軽にお答えします）
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5言I懇I親会(19:10～)5階「フェアウインドⅢ」了I懇 『一
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■
基調講演|｢大阪病院における10年間の女性医師支援が

どのように病院を活I性化してきたか」

JCHO天阪病院(旧大阪厚生年金病院)名誉院長／日本医師会男女共同参画委員会委員清野佳紀

JCHO大阪病院（旧大阪厚生年金病院)では、2003年頃から産婦人科医が多’忙を理由に退職していき3名となった。この流れを

食い止めるべく、蛍性医師に短時間正社員など､1育児支援制度を導入した。これらの職場改革の結果、職場が働きやすくなるにつれて、

|医療収火は毎隼増大した。これらの原因を分析してみたい。

講演「胸を痛める~女1性医師問題～女I性皮層科医として～」
ｒ
ｈ
ｌ
卜
」

筑波大学医学医療系皮層科講師渡辺玲月
’ I国内において大学病院皮膚科医局火局者の7割が女性であり、'その7割が10年以内に大学医局から離職し、パーhタイム職につく

あるいは医師業自体を辞めでしまうという現実がある。演者は医局長時代にこの「女'性医師問題」に直面し頭を，悩ませると同時に、医
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局に属しながら三児の母となり留学も経験させていただいた過去も振り返り、多くの反省にも行き着いた。今回は東大病院・皮潤科医

L
局で実践しでいる男女乎等参画の取り組みについて自身の経験を交えて話したい。医師という専門職を継続するためには早い段階から

、瀞葦窒駕鰻雲蕊麗瀬堂=鰻鶴ぉ乱込秋だきぃ。
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